
　
７
月
７
日
付
け
で
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
高
森
町
は
、
私

が
生
ま
れ
育
ち
、
ま
た
、
教
員
と
し
て
の
土
台
を
築
か
せ
て
い

た
だ
い
た
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と
で
教
育
長
の

任
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

私
は
、
教
育
長
室
か
ら
根
子
岳
、
高
岳
の
雄
大
な
阿
蘇
の
山
々

を
仰
ぎ
、「
高
森
に
誇
り
を
持
ち
、
夢
を
抱
き
、
元
気
の
出
る
教
育
」

に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
18
年
、
教
育
基
本
法
が
60
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、

我
が
国
の
教
育
改
革
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
一
連
の
改
革
で
は
、

現
代
を
「
知
識
基
盤
社
会
」
と
位
置
づ
け
、、「
課
題
を
見
い
だ

し
解
決
す
る
力
」、「
知
識
・
技
能
の
更
新
の
た
め
生
涯
に
わ
た

る
学
習
」、「
他
者
や
社
会
、
自
然
や
環
境
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
」

な
ど
、
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
能
力
の
育
成
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
、

小
学
校
は
本
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
来
年
度
か
ら
本
格
実
施
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
重
要
な
時
期
で
の
教
育
委
員
会
は
、
私
に
課
せ
ら
れ
た

教
育
者
と
し
て
の
集
大
成
の
場
で
あ
る
と
覚
悟
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ロ
ー
カ
ル
オ
プ
テ
ィ
マ
ム
（
そ

の
町
、
学
校
に
と
っ
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
教
育
効
果
を
上
げ
る

こ
と
）
で
す
。
国
や
県
の
動
向
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
、
ま
た
、

高
森
町
民
の
願
い
、
学
校
・
子
供
た
ち
の
実
態
・
願
い
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
て
「
高
森
の
教
育
」
の
最
適
化
を
目
指
し
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就任の
ごあいさつ

高
森
町
教
育
長
　

佐 

藤 

増 

夫

略　　歴（教職期間 36 年）
高森町では、昭和 54 年／草部南部小学校／ 7年

●　教　頭
　平成元年 4月、熊本県で最年少の 39 歳で教頭就任
　（西原村立　河原小学校）

■　教育行政９年　■
●平成 3年～ 9年まで
　熊本県教育庁／指導主事、主幹を務める
●　校　長
　平成 12 年～平成 22 年まで
　益城町立津森小学校校長（文部科学大臣表彰／津森プラン）
　産山村立山鹿小学校及び産山小学校校長
　（小中一貫教育の導入研究）
　（二学期制度の導入は県下で初めて）
　（教育論文特選、博報賞受賞）
　（内閣府構造改革特区認定「産山村小中一貫教育」）

■　海外経験　■
　昭和 60 年よりヨーロッパへ文部省海外研修（長期）

■　 役　職 　■
●熊本県小学校長会副会長
●熊本型教育推進フォーラム実行委員長
●熊本県小学校教育研究会会長
●全国連合小学校長会現職教育委員会九州代表委員
　他、熊本県での要職を担当

■　 退職後 　■
●熊本県小中学校長会事務局、中学校長会事務局長

高森町教育長

佐
さ

  藤
と う

  増
ま す

  夫
お
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